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の貯蔵期間 (養生期間)の影響も大きい 15･16'｡ Wittman5)高橋23'らは尿素 ･ホルムアルデヒド樹脂接着剤を
用いて製造したパーティクルボードについて,製板後 1ケ月間のホルムアルデヒド放出量の経時変化を測定
**数ppm ～数10ppm のガス状アルデヒト嬢が DNPH の沈澱反応により捕集される効率は2段 トラップ
法により求めたところ第 1捕集ビンで 97.5%27)以上であった｡
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慢で,6ケ月 (製板後7ケ月)に達してその放出量は痕跡程度となった｡ また PVAcおよび MUF から
のホルムアルデヒドの放出も比較的多い｡ PVAcでは1ケ月 (製板後2ケ月)で 1ppm, 2ケ月 (製板後
3ケ月)で 0･5ppm となりかなりの長期にわたってホルムアルデヒドの放出が認められ,一方 MUFでは
1週間で 2･2ppmの放出があるが3週間では痕跡となった｡これらUF,PVAcおよび MUF を除く接着
剤で製造された合板から放出するホルムアルデヒドの量は2週間を経過した時点,すなわち合板製造後45日
間で痕跡程度にまで減少することがわかる｡以上の結果から,本実験で用いた6種類の市販接着剤のうち
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ァルデヒドの量は20｡Cのそれの2.8倍,70℃ に暴露したときのそれは約4倍に達する｡ このように加熱温
度の上昇によって/+,/レムアルデヒドの放出量は増加するが,前節で述べた20oCの場合と同様,時間の経過
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5. 放出されたガス成分を DNPH法によって捕集, ガスクロマ トグラフによって検出を試みたところ,
主たる成分はホルムアルデヒドであったが,いくつかの未同定成分も検出された｡
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